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 ボランティアだより  

年始のご挨拶 

京丹波町ボランティアバンク運営委員会 

委員長 木上
き が み

 實
まこと

 

 
明けましておめでとうございます。輝かしい初春をご家族お揃いでお迎えになられ

ましたこと、心よりお慶び申し上げます。 

平素は、ボランティアバンク運営委員会の活動につきまして、多くの皆様方のご理

解・ご協力を頂いておりますことに厚くお礼申し上げます。 

さて、昨年 11 月に「第 4 回福祉まつり」を開催いたしましたところ、寒い日でしたが

好天に恵まれ、関係者を含め約 400 名の皆様にご来場頂き、誠にありがとうございま

した。 

その中の講演会では田川先生の軽快な話術で大いに楽しませてもらい、住み慣

れた地域で共に支え合うことの意味、テーマである「つながろう地域」の大切さを教え

られたものと実感いたしました。 

 

が、ボランティア活動に携わる私どもも高齢化が進んでおります。どうか 

 若い方がぜひボランティア活動にご参加頂きますよう

お願い申し上げ、年頭のご挨拶といたします。 

 

終わりにあたり、町ボランティアバンク運営委員会として一本化し、３年目になります 

 

http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotanba/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「母が施設にお世話になったので、そのお礼に感謝の気持ちをお返ししたいと思い、 

あじさいに入って行き始めたのがきっかけです。」 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「利用者の方に喜んでもらい、『今度はいつ来てくれる？』『明日も来てな～』と言って 

もらえることが嬉しいです。」 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「“生きがい”です。みなさんから元気をもらいます。」 

 

 

 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「６０歳で仕事を辞め、前から何かしたい、自分にできる事をさせてもらえたらと思っていま

した。」 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「地元出身ではなく、他の土地からの移住者です。今まで知らなかった方々や昔知り合った 

子どもの同級生の親御さんなどに出会ったりと、世間が広くなりました。」 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「この京丹波に移り住み４０年近くたちました。その間たくさんの方々に形に拘
こだわ

らず、お世

話になってきました。そのお礼にと自分で出来る事をさせていただいています。」 

 

 

 

朗
読
の
様
子 

町内３ヵ所（瑞穂・京丹波・ほ

ほえみ）のデイサービスセンタ

ーで通所者のお話相手や車い

す介助、入浴後の水分補給など

の活動をされています。 

 

 

視覚障がいのある方などに町

広報誌などを朗読し、声のお便

りを届けています。 

朗読ボランティア 

ともしび（丹波） 



12月のサロンでは、たんば銭太鼓 

サークル『夢』の皆さんが出演されました。 

『水戸黄門のテーマ』『３６５歩のマーチ』等、音楽

に合わせ、軽快に銭太鼓を披露されると参加者から

は感嘆の声が上がりました。さらに『丹波音頭』で

は「なつかしいなぁ」と皆さん一緒に口ずさんでお

られました。 

銭太鼓の後は茶話会をされ、「ここで皆の顔を見る

のが楽しみやぁ」と笑顔あふれる会となりました。 

ぎょうぶつ 
                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

竹野小学校児童が竹野サロンに出向き、住民の皆さんに日頃

の取組みを発表する『出前発表』が１２月１７日（木）に行わ

れました。今回は６年生が『雨ニモマケズ』の朗読、『希望の歌』

の合唱等を披露してくれました。発表の合間には体全体を使っ

たじゃんけんゲームを来場者と一緒に楽しみました。 

 毎年竹野小の児童はサロンで発表をされています。朗読もは

っきりと、また合唱も力強く、最上級生としての頼もしさが感

じられ、低学年の頃から見守ってきた来場者も自然と笑顔にな

る温かいサロンとなりました。 

 12月 16日（水）行仏サロンが開 

催されました。お昼頃から集まり、手 

作りの巻き寿司・いなり寿司・さば缶 

の押し寿司・澄まし汁をみんなで一緒に味わい、その後、塗り絵をされ 

ました。みなさん、好きな絵を選ぶところから始め、真剣な表情で取り 

組まれていました。「どの色にしようかな」「この色合うかな」など会話 

も楽しまれ、完成した塗り絵は額に入れ「可愛いな」「きれいに塗れたね」 

「額に入ると雰囲気変わる」などお互いに作品を嬉しそうに見せ合って 

おられました。「家でもやってみる！」と塗り絵の紙を持って帰る方も 

おられました。 

 

真剣な様子で塗り絵をされています。 

美味しいお昼ご飯

☆ 



瑞穂支所 ☎８６－１４４０ (榎川) 
丹波支所 ☎８２－０１２６ (岡本)  

和知支所 ☎８４－１８３３ ( 湊 ) 
 

 

【お問い合わせ・連絡先】 

京丹波町社会福祉協議会  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 
  

１２月９日（水）、長老苑で年末恒例の清掃活動がありました。この日は会員一同が集まって、

施設内外に分かれて窓ふきや掃き掃除等を行いました。時折、入所者と会話をしながら手際よ

く活動されていました。代表の竹内さんは「きれいになって私達も嬉しい思いです。また会員

に同級生も多く、活動を通して会えるのも楽しみのひとつです。」と話されていました。 

。」 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？ 「声かけしていると相手が話かけてくれる。相手の

反応がある活動は楽しいです。」 

 

 

 

長老苑の訪問・清掃活動。毎月 1 回ふれあい活動。 

交通安全の折鶴作り。交通安全週間に合わせて道の駅 

で啓発活動を実施しています。 

＜第１回＞ 
日 時：平成 28年 2月 22日（月） 13：30～15：30 
場 所：和知ふれあいセンター ２階 研修室 
 
＜第２回＞ 
日 時：平成 28年 2月 29日（月） 13：30～15：30 
場 所：瑞穂保健福祉センターほほえみ ２階  
 

●傾聴とは…話し手のお話をありのまま、受け止めながら聴くことです。現在、町内

では多数の傾聴ボランティアが一人暮らしの高齢者等に寄り添いながら活動されて

います。今回の講座では、現在活動されてる方や傾聴活動に関心のある方も含め基本

的な姿勢や技術を学ぶ場として開催します。一人でも多くの皆さまの参加をお待ちし

ております。 
 
＜申込み・お問合せは２月１５日（月）までに下記までお願いします。＞ 


